
て複数の要因を組み合わせることで発症に強く関与す
る要因を導き出すことができた。加えて，構築した回
帰式は減圧症群の84.1%を正しく予測できたことから，
我々が構築したアンケートは沖縄地域において高い精
度で減圧症を診断できる可能性が示唆された（減圧症
: 84.1%，対照: 93.8%，全体: 90.5%）。ステップワイ
ズ法による結果では，28の質問項目から13項目が選択
された。項目数は減っても減圧症を予測する上で十分
な精度（減圧症: 84.1%，対照: 92.5%，全体: 89.7%）
を持つことが示された。また，減圧症の発症要因とし
て強制投入法の結果と同様の項目に加え，「安全停止

（3分以上）」が安全因子，「減圧停止の指示」が危険因
子であることが見出された。

これらの結果から，我々のアンケートは沖縄地域に
おいて減圧症が発症したか否かを十分な精度をもって
診断することが期待できる。また，ステップワイズ法に
よる解析結果から，13個の質問を行うことで減圧症を十
分予測することができると示唆された。今後，各ダイビ
ングスポットに合わせた減圧症の発症要因を探索すると
共に地域に適したアンケートの構築を目指したい。
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【背景と目的】
減圧症は，早期の高気圧酸素治療が必須であるが，

多くのレジャーダイビングスポットは専門的な治療を行
える病院から遠く，かつ診断も難しいため，対処が
遅れる場合がある。それによって後遺症や最悪の場
合，死に至ることもあり，減圧症の発症を予測できる
ツールの開発は減圧症の早期診断に役立つことが期
待される。減圧症の発症要因として，肥満1）や減圧症
の既往歴1），疲労2）などが示唆されており，我々はこれ
らの知見からアンケートを作成した3）。我々が作成した
アンケートは，伊豆地域において減圧症の発症要因を
見出した3）。さらに，伊豆地域で減圧症を予測する上
で十分な精度（減圧症: 68.6%，対照: 98.7%，全体: 
95.7%）を持つと示された3）。しかし，得られた結果は
伊豆地域に特徴的なものであり，ダイビングスポット毎
に減圧症の発症誘因が異なると考えられる。

本研究は，沖縄地域で減圧症を診断することがで
きるアンケートの開発を目的としてケースコントロール研
究にて検証した。
【対象と方法】

減圧症群は，2009年4月～2014年12月の期間に沖
縄地域でダイビング後，東京医科歯科大学高気圧治
療部を受診し減圧症と確定診断された患者101名，対
照群は2009年4月～2014年12月に沖縄でダイビングを
した健常ダイバー195名とした。そのうち，アンケート
の質問に全て回答した者を解析対象者とした（減圧症
群: 82名/対照群: 161名）。両群に対し，減圧症の誘
因として推測される個人のプロフィール，当日の体調，
および潜水深度や本数などのダイビングプロフィールに
関する28項目の因子をアンケートにより調査し，各因
子の減圧症発症への関与を統計学的に検討した。

統計解析は，強制投入法及びステップワイズ法によ
るロジスティック回帰分析を用いた。加えて，アンケー
トの質問項目が多いためBonferroni法により有意水準
を調整し，強制投入法の場合はP<0.0018，ステップ
ワイズ法の場合はP<0.0039を有意差ありと判定した。
全ての統計解析はSPSS（version 23.0; 日本IBM）用
いた。
【結果と考察】

強制投入法によるロジスティック回帰分析の結果，
「潜水前の水分補給」と「ナイトロックスボンベの使用」
が減圧症発症の予防因子であった。また，「30 m以上
の潜水」や「18 m/分以上の浮上スピード」，「潜水後の
寒気」は危険因子であった。これまでの研究で減圧症
発症の要因がいくつか示されているが，本研究によっ

Table 1.　ステップワイズ法によるロジスティック回帰分析

N. S.: 有意差なし
減圧症: 84.1% / 対照: 92.5% / 全体: 89.7% / Cox-Snell R2: 0.543 / 
Nagelkerke R2: 0.753
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